
札幌市安全で安心なまちづくり功労者表彰について 

 

１ 目的 

  「札幌市犯罪のない安全で安心なまちづくり等に関する条例」第８条に掲げる「広報

及び啓発」の一つとして、防犯活動に貢献した個人・団体等を表彰することにより、安

全で安心なまちづくりに対する市民の理解増進及び地域防犯活動の一層の拡大・促進を

図る。 

 

２ 表彰の概要 

（１）表彰対象者 

   市民（※札幌市内に住所を有する者、市内で働き、若しくは学ぶ者及び市内におい

て事業活動その他の活動を行う者若しくは団体）のうち、次のいずれかに該当する者

とする。 

ア 町内会をはじめとした地域で防犯活動に尽力している個人または団体 

イ 組織をあげて防犯活動を推進する事業者 

ウ 犯罪や非行を犯した者の改善更生を助けるとともに、犯罪や非行の予防に尽力す

る者 

 

（２）表彰の要件 

継続性と活動実績の両面に配慮する。 

＜上記ア、イに該当する者または団体＞ 

 ⅰ 継続性 個人・団体は３年以上、事業者は５年以上防犯活動を行う者。ただし、

顕著な功績があったと認められる場合はこの限りではない。 

  ⅱ 活動実績 主に次の４点をもとに選考を行う。 

・実効性 治安向上に役立つか 

・地域性 地域の特性を活かしているか 

・独創性 先駆的であるか 

・波及性 活動がしやすいか、または、今後、他に広がることが期待できるか 

※なお、「北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり賞」受彰者を除く。 

＜上記ウに該当する者＞ 

ⅰ 継続性  12 年以上更生保護活動を行う者。ただし、顕著な功績があったと認め

られる場合はこの限りではない。 

ⅱ 活動実績 地域における更生保護活動に積極的に取り組み、顕著な功績を上げる

等、他の模範になると認められるもの。 

※札幌保護観察所・札幌市保護司会連絡協議会の内申をもとに選任する。 
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札幌市安全で安心なまちづくり功労者表彰要綱 

平成 28 年 7 月 28 日市民文化局長決裁 

       一部改正 平成 30 年９月 20 日 

一部改正 平成 31 年 4 月 18 日 

（目的） 

第１条 この要綱は、札幌市において安全で安心なまちづくり活動に功績のあった者に対

して行う表彰に関し、必要な事項を定めることにより、安全で安心なまちづくりに関す

る市民及び団体等の意識の高揚を図り、もって安全に安心して暮らせるまちの実現を推

進することを目的とする。 

（表彰の名称） 

第２条 この要綱による表彰（以下「表彰」という。）の名称は、札幌市安全で安心なまち

づくり功労者表彰という。 

（表彰の対象） 

第３条 表彰の対象は、次に掲げる個人、団体又は事業者で、市内に在住し、又は市内を

拠点に活動しているものとする。 

(1) 町内会などの地域における防犯活動において功績のあった個人又は団体 

(2) 組織を挙げて地域の防犯活動等を積極的に推進する事業者 

(3) 更生保護活動に功績のあった個人 

（候補者の推薦） 

第４条 表彰の候補者を推薦しようとする者は、別に定める推薦調書を市民文化局長に提

出するものとする。 

（候補者の選考） 

第５条 表彰の候補者の選考は、札幌市犯罪のない安全で安心なまちづくり等に関する条

例（平成 21 年条例第 17 号）第１３条第１項に基づき設置する犯罪のない安全で安心な

まちづくり等審議会において、別に定める選考基準に沿って行う。ただし、必要がある

場合は、同条第７項に基づき設置する部会において行うことができる。 

（被表彰者の決定） 

第６条 被表彰者の決定は、前条の規定による選考を基にして市長が行う。 

（表彰の方法） 

第７条 表彰は、原則として毎年、市長が表彰状及び記念品を贈呈して行う。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、表彰に関し必要な事項は市民文化局長が定める。 

  

附 則 

この要綱は、平成 28 年７月 28 日から施行する。 

この要綱は、平成 30 年 10 月１日から施行する。 

この要綱は、令和元年 5月 1日から施行する。 

 

 



札幌市安全で安心なまちづくり功労者表彰事務取扱要領 
 
札幌市安全で安心なまちづくり功労者表彰要綱（以下「要綱」という。）に基づく表彰の取扱い

に関し、次のとおり定めるものとする。 

1 要綱第５条の選考基準は、次のとおりとする。 

表彰対象 防犯功労（個人） 防犯功労（団体） 防犯功労 
（事業者） 

更生保護功労 

 札幌市に在住し、又は札幌市を拠点に活動しているもの 

表彰対象事項 多 年 に わ た
り、防犯思想の
普及高揚又は防
犯施設の整備拡
充など、札幌市
における防犯活
動に尽力し、安
全で安心なまち
づくりに多大の
功労があり、他
の模範と認めら
れる者 

多 年 に わ た
り、防犯思想の
普及高揚又は防
犯施設の整備拡
充など、札幌市
における防犯活
動に尽力し、安
全で安心なまち
づくりに多大の
功労があり、他
の模範と認めら
れる団体 

多 年 に わ た
り、札幌市にお
ける防犯活動を
組織をあげて積
極的に推進し、
安全で安心なま
ちづくりに多大
の功労があり、
他の模範と認め
られる事業者 

多 年 に わ た
り、地域におけ
る更生保護活動
に積極的に取り
組み、多大な功
績があり、他の
模範と認められ
る者 

活動年数 原則として 3年以上。ただし、顕
著な功績があったと認められる場
合はこの限りではない。 

原則として 5
年以上。ただし、
顕著な功績があ
ったと認められ
る場合はこの限
りではない。 

原則として 12
年以上。ただし、
顕著な功績があ
ったと認められ
る場合はこの限
りではない。 

功労内容 札幌市における防犯活動実績として、次に該当する
もの 
①治安の向上に効果的なものであること。 
②地域の習慣や環境などの特性を生かしたものであ 
 ること。 
③先駆的又は独創的なものであること。 
④活動に参加しやすいもの又は、他の地域や地域住民 
などへの波及が期待できるものであること。 

⑤今後更に活動が広がり、地域においてより一層発展 
が期待できるものであること。 
なお、札幌市を含め広域的に活動している場合も認

めるものとする。 

地域における
更生保護活動に
積極的に取り組
み、多大な功績
があり、他の模
範となると認め
られる者 

表彰数 個人・団体合わせておおむね 10 以
内 
個人・団体合わせておおむね 15 以
内 

２事業者以内 おおむね 10 人
以内 
おおむね 15 人
以内 

選考対象の除外 選考にあたっては、要綱第３条に規定する同種の活動について、既に
北海道知事又はこれと同等以上の者から受賞歴がある場合は、表彰の選
考から除外するものとする。 

その他  候補者は表彰実施年度の４月１日時点で活動の事実があるものとす
る。また、４月１日から１年以内に死亡した故人を含むものとする。 



2 提出書類等 

 要綱第４条による推薦に当たっては、別に定める期日までに次の調書及び資料を提出するものと

する。 

（1）札幌市安全で安心なまちづくり功労者表彰推薦調書（個人は別紙様式 1、団体及び事業者は別

紙様式２） 

（2）活動状況や功績に関する参考資料 

   活動に関する報道記事の写し、活動記録写真、活動実績例、イベント等については直近の開

催要領や報告書など、最近の活動状況を具体的に示すもの。 

 

   附 則 

この要領は、平成 28年 7 月 28 日から施行する。 

 この要領は、令和元年 5月 1日から施行する。 
 

 


